
式
市
開
制
守
《
超
一
一
回
士
川
第
百
一
緬
蝉
仰
物
留

W

0

・E-困
-
回
調
行
V

巻回十二言者書事..... ・6ヨ買
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論
剛

印
紙
税
陪
止
論
一

生
物
の
美
的
進
化
・

露
両
亜
の
新
経
済
政
策
ご
農
業

撞

現雑

録

救

援

法

串

博

士

敬

使

用

皐

卜

政

抵

抗

串

博

士

法
制
中
博
士

-
削
教
授
脳
同
棋
士

講
師
純
済
問
中
土

町
人
の
財
力
ご
士
農
剛
階
級
・
・

吋
C
吉
]
目
立
C
巳
同
門
医
に
つ
き
て
・
・
・
・

i

数

技

法

単

純

上

英
吉
利
の
岡
際
海
運
収
入
-
-
敬
授
総
量
空

濁
逸
帝
闘
銀
行
の
溌
券
制
度
・

-
E
山

政

授

抗

準

士

辻

仏

叫

&

下

健
雌
惇
股
特
別
骨
計
畑
山
・
健
康
保
険
法
施
行
焔
則

数
段
髄
情
串
博
士

続

嶋

載

紳

戸

正

雄

川
村
多
賢
二

珂

田

嗣

郎

地 谷 田

川 口 島

虎 吉 錦

三 彦 治

本
庄
栄
治
郎

財

部

静

治

小
島
昌
太
耶

汐

見

三

部

"-ニL

常
招

ブ
ル
グ
ン
氏
の
諸
一
献
曾
主
義
評
論
敬
投

英
同
労
働
黛
の
銀
行
闘
有
論

物
償
指
蚊
の
一
意
味

. . 



E完

喜志

ン
氏
の
諸
枇
曾
主
義
評
論

プ
ル
グ

(
誇
こ

田

島

重品

?台

緒

一至宝
仁3

仰
蘭
西
の
経
済
事
者
毛

1
9
?プ
戸
グ
ン
氏
は
千
九
百
ロ
四
年
に
「
諸
枇
曾
主
義
及
び
経
憐
的
進
化
」
ピ
闘
す

る
一
書
を
日
常
に
せ

h
o
其
修
正
さ
れ
た
る
第
三
版
は
千
九
百
七
年
に
刊
行
せ
ら
れ
、
此
輔
類
の
著
書
中
の
最
良

な
る
者
の
一

E
L
τ
聞
ゅ
。
今
英
同
次
の
大
要
を
池
ぶ
れ
ば
二
郎
四
忽
十
人
章
及
び
追
加
九
よ
h
成
h
、
第
一

部
は
枇
曾
主
義
的
枇
品
目
の
諸
理
論
、
議
系
統
ご
題
し
、
之
を
二
容
に
分
ち
・
其
第
一
容
に
於
て
純
曲
量
産
主
義
及

び
英
領
値
札
を
論
じ
、
第
二
審
仁
於

τ需
要
及
び
供
給
に
支
配
せ
ら
る
、
倒
値
制
を
維
持
す
る
枇
曾
主
義
的
形

態
を
論
す
。
第
一
一
部
は
経
済
的
進
化
の
諸
事
賞
正
題

L
、
又
二
容
に
乱
す
た
れ
、
第
一
容
は
現
代
に
於
り
る
経
済

的
組
織
の
諸
形
態
の
俊
遣
を
論
じ
、
第
二
容
は
事
・
貨
よ
b
引
出
せ
る
蹄
納
の
題
下
に
諸
枇
曾
主
義
世
評
論
す
。

今
余
が
裁
に
先
つ
露
出
す
る
は
第
一
部
第
一
怒
に
し
て
、
本
就
よ
b
其
第
.
章
を
掲
げ
逐
次
連
載
す
る
の
勢
を

都

郵

~. ，、

障

苑

プ
ル
ゲ
シ
氏
申
請
枇
合
主
議
許
誼

第
二
十
四
巻

三
四
九
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苑

ア
ル
ゲ
ン
氏
自
諸
枇
骨
主
義
評
論

第
二
十
同
省

i&: 

、E

O 

第

揖

;t ... 

執
ら
ん
ご
欲
す
。

前
暗
号
如
〈
第
一
部
第
一
容
の
様
題
は
「
純
集
産
主
義
及
び
其
煩
値
制
」
に
し
て
、
調
ゆ
る

wrrrF明
ぜ
は

生
産
方
似
の
す
ぺ
て
郎
ち
土
地
H
A
び
資
本
の
枇
曾
化
を
目
標
ピ

L
、
彼
の
土
地
図
有
論
や
叉
は
都
市
一
枇
曾
主
義

の
如
き
生
産
方
似

ω
一
郎
全
国
有

χ
は
日
公
有
ご
す
る
主
義
郎
も
不
全
集
産
主
義
正
異
な
る
。
純
集
産
主
義
の
師
四

値
制
は
亦
其
特
色
ゐ
h
o
卸
も
倒
値
の
決
定
は
需
要
M
A
ぴ
供
給
の
法
則
に
由
ら
す
ご
な
し
、
又
は
向
ら
し
む
べ

か
ら
す
ご
し

t
、
労
働
を
以
て
慣
値
の
唯
一
な
る
原
因
、
要
素
及
び
計
量
な
b
t
す
。
此
主
義
的
一
営
に
忠
一
通
上

大
な
る
誤
謬
を
合
む
の
み
な
ら
す
、
賀
行
上
に
も
排
除
[
雛
き
大
防
艇
ゐ
る
》
】
J

己
は
高
名
な
る
経
済
事
者
の
往

々
指
摘
す
る
所
な
b
。
余
亦
白
か
ら
出
脚
色
宇
曾
て
本
誌
に
雄
々
投
寄
し
た
る
論
文
に
於
て
之
を
反
磁
論
過
し
た

h
o
例
せ
ば
大
正
十
一
年

ω
一
月
三
月
四
月
の
各
枕
に
漣
摘
し
た
る
「
マ
戸
ク
ス
氏
品
川
剃
倒
他
訟
の
評
論
」
同
年

九
月
枕
及
び
十
二
月
械
に
載
せ
た
る
「
7

庁
ク
ヨ
比
り
集
産
主
義
の
賀
行
維
を
諭
十
」
大
正
十
二
年
一
月
抗
仁
掲

げ
に
る
「
新
徐
剰
倒
俗
説
R
A

び
刷
曾
階
放
協
和
論
」
(
此
論
文
は
大
正
十
五
年
七
月

ω
同日
T
d
u
E
d巳
耳
円
ω

一々
開
noe

ロO
B
h
n
同
印
式
。
巧

に
英
誇
し
て
掲
載
せ

h
)
及
び
大
正
十
四
年
一
月
就
仁
「
産
業
集
中
に
就
て
の
7

ル
ク
ス
設
の

謬
想
」
古
題
し
て
掲
げ
た
る
も
の
皆
是
な
b
。

而
し
て
今
や
誌
に
プ
戸
グ
y
氏
の
評
論
を
津
山
す
る
は
前
描
余
輩
の
詩
論
文
が
余
輩
の
私
見
に
止
ま
ら
5
る

を
詮
L
・
併
せ
て
後
進
の
人
々
を
し
て
一
屠
深
〈
経
済
の
事
理
及
び
質
際
に
通
院
せ
し
め
、
彼
等
を
往
々
設
中
等



し
又
は
轟
惑
す
る
守
て
乙
ゐ
る
枇
曾
宇
五
識
的
本
慨
を
明
か
に
す
る
の
一
助
正
潟
さ
ん
ご
欲
し
た
れ
ば
な
り
o

第

宰
プ
ル
戸
グ
ン
氏
は
第
一
容
を
次
の
六
章
に
分

τ
b

集
産
主
義
枇
曾
の
設
計

第
二
章

第

章

第
四
章

第
五
本

第
六
一
早

集
産
主
義
り
粗
岡
及
び
共
闘
佐
川
単
位
の
意
義

生
産
の
進
歩

経
済
上
の
均
衡

作
器
産
制
め
枇
曾
に
於
り
る
自
作
焼
、

工
匠
、
泊
五

結
論
、
集
産
主
義
ど
自
肉

第
一
章

集
産
主
義
枇
曾
の
設
計

)
 

純
集
成
主
義
は
次
の
ニ
を
共
特
徴
己
す
。

l
宙
の
生
産
街
波
及
び
交
日
却
の
手
段
た
る
物
は
・
す
べ
て
闘
民
共
同

の
枇
曾
に
刷
L
、
且
此
(
枇
併
の
手
に
山
h
t
管
理
せ
ら
る
o

ヨ
諸
叩
仰
の
妙
働
及
び
諸
純
的
生
産
物

ω
す
ぺ

τ
は、

(
 

労
働
お
等
が
資
本
家
よ
り
上
前
を
は
ね
ら
る
、
-
}
ご
な
〈
、
彼
等
の
労
働
に
比
例
し
て
生
産
物
を
受
取
h
得
る
従

仁
、
技
や
古
れ
た
る
労
働
り
畳
に
従
ひ
勢
働

ω取
位
に

τ計
ら
れ
た
る
岡
田
似
を
有
す
。

比
大
な
る
刷
命
主
義
的
組
械
の
方
式
は
、
異
な
れ
る
著
者
に
依
り
詑
逃
せ
ら
る
れ
Y
」
も
、
現
代
批
曾
主
義
の
諸

詑

苑

ヌ
ル
ゲ

y
氏
自
説
批
骨
主
義
評
論

1王

対b

抗

第
二
十
問
岱

， ， 



ト

前

苑

プ
ル
ゲ
ン
氏
自
諸
批
脅
主
義
持
論

五

プ之

凹

務

担昆

炉
二
寸
阿
容

師
の
著
書
に
も
、
又
彼
等
的
直
系

ω弟
子
等
り
若
当
に
ら
、
詳
か
に
公
表
せ
ら
れ
て
居
る
も
仰
を
見
出
芦
ー
す
O

同
時

余
輩
が
後
に
注
目
す
る
仰
〈
、
先
ヴ
カ

l
w
・
マ
ル
ク
ス
及
び
エ
ン
グ
戸
ス
の
書
物
を
熟
〈
検
閲
し
て
、

北
(
内
に

合
ま
る
、
諸
方
式
佐
引
出
す
喧
』
ご
を
要
す
。

タ

1
y
・マ
w
y

ク
ー
は
慌
に
未
来
凶
一
肌
併
を
記
述
す
る
を
忌
避
す
。
英
若
「
資
本
論
」

ω
山
中
に
於

τ、
彼
は
彼

ω

「削明伯
H
A
ぴ
除
剃
川
悦
伯
」
均
読
ん
乞
瓜
附
L
、
之
に
依
h
τ
賃
銀
労
働
者
を
し
て
い
明
悦
に
て
資
本
家
仁
川
抑
剰
側
侃
を
い
此

供
せ
し
む
る
一
制
肢
を
批
判
す
。
彼
は
資
本
的
掠
鮮
の
罪
悪
弊
告
を
仙
問
地
す
o

彼
は
諸
生
」
川
方
法
の
Mm
史
的
進
化

)
 

を
説
明
し
‘
以
て
此
進
化
が
必
至
的
に
1
資
本
所
心
何
者
の
財
産
浪
牧
〆
自
ミ
O
百
円
宮
市
町
O

コ
)
ヨ
生
成
方
似
た
る
す
べ
て

1

1

(

(

 

の
則
(
共
中
に
土
地
守
合
む

)ω
枇
曾
的
共
有
及
び
3
枇
品
目
的
一
辿
川
に
帥
若
す
べ
き
を
誇
明
す
。
然

μ
v」
も
マ
ケ
ク

ー
は
此
重
要
鮎
仁
遣
す
る
や
、
一
見
に
論
歩
一
を
未
来
に
帆
到
す
る
彼

ω
考
に
進
む
る
こ
ご
を
巡
り
、

容
を
珠
め
献
立
つ
る
』

ω泌
を
冷
笑
す
。

『
未
来
的
鍋

ω内

此
忌
越
は
山
澗
士
山
山
、

無
力
か
、
恨
重
か
崎
川
た
位
一
刻
か
。
拍
子
等
は
日
〈
一
台
然
ら
?
。
彼
等
の
大
師

ω枕
燃
は
彼

等
h

亦
遵
守
す
る
所
、
之
を
以

τ詩
率
的
理
由

(
-
E
E
u
o
E
ι
R
E
E
-
E
)
に
よ
る
も
の
ど
幼
す
。
今
彼
等
山
錦

解
す
る
所
セ
並
ぶ
れ
ば
下
の
如
し
。

者
し
集
産
主
義
制
「
一
向
み
岡
山
E
向
。
。
=
日
民
〈
r
H
O
)

が
7
1
η
ノ
エ
氏
の
「
フ
ア
ラ
ン
ス
テ
1
w
」

(-mZ弘
山
口
ω
門
昨
日
仏
。

E
E
2
)
又
は
カ
イ
氏

ω「
イ
カ
叫
ノ

1
」
(
己
n官
庁
且
n
p
u
o
H
)

の
如
皆
、
改
革
者
凶
頭
脳
よ
h
出
づ
る
人
工
的
意

1875. 349. Librairie dll Progr告sLt: catitat径一 IミoyfU~ p. 340及ヒ
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庇
・
又
は
剛
健
が
比
(
熟
慮
ゼ
る
高
品
川
仙
の
カ
に
依
ム
リ
一
週
川
ゼ
ん
ご
要
す
る
「
稲
々
の
部
分
よ
り
治
ら
る
る
組
織
」
な
ら

む
に
は
‘
未
来
的
都
曾
の
設
計
を
的
主
、
叉
之
を
展
開
し
て
、
立
法
者
を

L
τ
此
提
出
ゼ
る
総
本
に
順
臨
幽
す
る
一
凪

曾
を
造
る
を
符
せ

L
U
る
岐
に
す
る
を
貨
に
必
要
正
す
る
な
る
べ
し
。
然
れ
Y
」
も
、
新
山
り
如
き
は
前
代
の
を
想
的

刷
命
日
主
義
( -m 

ωo-nE}呂
田
内
三
O
宮
占
C
O
)

の
意
義
正
大
に
異
な
れ
る
現
代
の
科
目
学
的
枇
曾
主
義

(-ognE呂
田
。

日
町
内
ロ
昨
日
』
ロ
印
)

の
意
義
に
非
す
o

此
主
義
的
一
不
す
如
き
諸
生
産
方
悦
物

ω共
同
所
有
を
特
徴
ピ
す
る
枇
曾
形
式
以

人
の
理
想
附
叉
は
任
意
的
構
成
物
正
し

τ表
示
せ
ら
れ
た
る
に
非
宇
。
此
制
度
(
広
包
自
m)
は
比
(
深
き
根
抵
を
現
賞

(
目
白
広
島
忠
)
の
下
郎
も
現
代
の
枇
曾
生
活
の
下
に
有
九
、

H
内

4

ね
す
る
諸
カ
の
働
仁
由
り
迭
に
資
本
主
義
的
制
度

の
地
底
を
出
で
、
之
に
代
ム
リ
工
現
は
る
べ
き
も
の
な
h
o
恰
も
抑
制
立
せ
る
小
生
産
者
り
忠
行
財
産
が
、
常
に
盆
々

大
な
る
生
産
方
側
物
を
要
す
る
所
り
A
品
々
巨
大
島
に
な
る
生
産
ゆ
諸
要
求
に
釣
抗
す
る
を
得
宇
し
て
.
「
他
人
の
労
働

の
使
用
に
基
づ
主
増
大
す
る
資
本
家
財
産
」
に
併
呑
せ
ら
れ
た
る
如
〈
.
資
本
家
財
産
は
漸
増
す
る
資
本
の
集
中

及
び
資
本
制
度

(]O
み
m
B
O
B
-
u』

C
E互
に
倒
有
な
る
矛
盾
に
囚
h
、
必
中
其
順
番
ご
し
て
刑
合
的
財
産
に
白
か

ら
締
盟
形
す
べ
き
な
b
。

此
事
に
る
や
へ

l
グ
戸
川
比
の
設
り
通
b
・
資
世
界

ω
帥
川
越
法
的
経
動

.(-o

ロMO口
J
q
め
口
以
内
口
同

白
色
R
E
A
C
O

含
目
。
ロ
ιゆ
み
己

)ω
諸
反
封
事
項

ω抗
守
に
悶
ム
リ
て
白
か
ら
生
す
。
詳
言
す
れ
ば
、
生
産
方
法
の
枇

曾
的
性
質
=
官
の
単
有
的
方
法
の
私
的
制
質
正
の
問
、
各
工
場
内

ω労
働

ω
系
統
的
組
織
正
現
枇
曾

ω
内
部
に
於

り
る
生
産
の
不
統

(-〆
RW円

円
}
回
目
。
【

H
O
E
F
V円

o
z
z
n
z
o口
)

正
の
問
、

一
方
に
於
げ
る
生
産

ω燦
張
性
ピ
他
方
に
於

面t

i91l 

プ
ル
ゲ
ン
氏
自
諸
祉
曾
主
義
評
論

部
二
十
四
巻

E 

由主

抗

，、
主

d 

• 



プ
ル
ゲ
シ
氏
自
請
一
位
合
主
義
評
論

第
二
十
回
春

苑

三
五
四

第

親

-、毛、
-
a
'
J
F
 

説

り
る
市
場
の
制
限
性
E
の
閉
山
抗
争
に
因
る
な
h
o

7
U
F
P
λ

減
の
一
言
葉
を
用
ふ
れ
ば
、
上
過
の
事
項
は
そ
れ
自
身
に
一
の
新

L
吉
社
品
目
の
形
態
を
仕
上
げ
る
所

ω

物
質
的
議
保
件
の
阪
に
現
存
し
又
は
成
立
の
途
に
在
る
も
の
な
h
。
ガ
プ

y
且
ル
・
グ
グ
イ
町
民
日
〈
、

Aγ

よ
り

苔
人
は
此
等
の
保
件
を
研
究
し
、
未
来
の
枇
曾

ω組
織
の
細
目
を
強
制
明
す
る
に
吾
人
の
時
聞
を
損
失
す
る
こ
ご
無

〈
そ
れ
に
順
路
し
得
る
勉
に
此
等
を
能
〈
川
り
附
議
す
る
を
以

τ本
分
正
錯
す
こ
子
ぜ
要
す
o

何
れ
の
時
代
に
も
、

の
仕
事
ゐ
b
c
未
来
を
規
定
す
る
が
如
、
京
議
忽
を
有
つ
勿
れ
、
唯
吾
人
は
現
在
に
専
心
す
る
を
以
て
揃
足
す
べ
き

な

b
z
。

リ

1
プ
ク
ネ
ヒ
ト
氏
亦
同
慌

ω宿
命
設
を
抱
f
o
氏
が
「
3

1

毛
ポ
リ
ス
L

誌
上
に
掲
載
す
る
長
論
文
の
標
題

「
未
来
の
困
家
」
は
読
者
に
向
て
羊
踊
狗
肉
の
欺
崎
を
敢
て
ぜ
る
の
訪
を
弛
か
れ
十
。
何
E
な
れ
ば
氏
は
五
百
人
が
寸

附
の
先
仁
起
る
布
を
油
周
知
し
、
及
び
事
件

ω間
断
な
き
経
過
の
裡
に
於

τ現
在
己
未
来
ピ
の
限
界
を
弧
別
す
る
能

は
y
a
現
山
を
口
貸
ご
し
て
、
何
等
未
来
図
の
岡
案
を
揃
か
ざ
れ
ば
な
り
。
氏
は
未
来
凶
に
就

τの
諸
質
問
を
以

τ小
児
の
遊
戯
仁
均
し
古
川
山
へ
り
。
彼
は
未
来
闘
の
出
現
に
謝
す
る
現
在
の
諸
防
磁
を
除
〈
を
緊
要
ご
謁
L
、
新

な
る
議
形
態
は
恥
品
目
を
生
か

L
っ
、
あ
る
生
活
の
力
に
依

h
て
有
機
的
に
生
長
す
ご
思
考
す
。

グ
ン
デ
ル
i
u
F
ド
氏
は
千
八
百
九
十
五
年
、
白
耳
義
プ
ラ
ッ
セ
ル
市
の
某
誌
に
招
か
れ
、
集
産
主
義
的
融
曾
の

議
機
闘
を
詳
越
せ
ら
れ
ん
こ
子
ぜ
求
め
ら
れ
た
る
に
、
氏
は
亦
之
を
拒
絶
し
た
る
が
・
北
(
理
由
は
「
賃
設
主
義
的 そ

Gabriel Deville， P/，ulates sOcl~llùtes ， p， 38 et 39. Gial'd， 1898， 1n-12 
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制
曾
主
義
者

(
-
E
ω
R
E
a
g
官
民
民
丘
枠
内
切
)
は
新
な
る
諸
設
計
に
従
ひ
俄
か
に
枇
曾
を
改
治
せ
ん
こ
欲
す
る
枇
舎

ご
い
ふ
仁
在
h
o
氏
は
唯
何
人
も
細
目
を
品
川
創
す
る
ニ
ピ
能
は
ぶ
る
如
き
模
糊
た
る
下
畜
を

的
建
築
師
に
非
十
」

古
川
す
仁
止
ま
る
。

ジ
ュ

1
戸
・
グ

1
ド
氏
(
』
己
2
の
ロ
色
。
)
も
亦
千
人
百
九
十
六
年
に
仰
附
代
議
院
の
波
地
に
於

τ、
同
絞
の
態

度
bd-
執
れ
・
り
。
氏
日
〈
『
枇
曾
主
義
的
主
砲
の
時
代
は
キ
に
も
過
ぎ
去
れ

h
。
今
日
の
一
枇
曾
主
義
者
は
事
賞

ω皐

涙
(
-
・

ι
n
o
z
e
p
M
Z
)
に
属
す
。
彼
等
は
藤
言
せ
十
、
唯
糊
察
し
論
断
す
υ

ヅ
・
ミ
ユ
V
J

氏
(
包
含
日
高
ロ
ロ
反
射

常
時

ω
一
人
)
は

余
裁
を
督
促
し
て
彼
の
理
解
し
得
る
慌
に
未
来
の
事
情
を
詳
説

L
、
此
未
来
の
共
同
財
産

の
肱
曾
に
於
り
る
叫
労
働

ω一
分
配
の
般
討
を
明
示
す
べ
き
を
以
て
せ
ら
る
。
余
は
氏
に
此
駄
に
附
て
満
足
を
奥
ふ
る

を
得
守
、
余
の
鉢
・
友
亦
同
じ
。
融
労
働
者
も
亦
斯
〈
多
(
を
劇
は
宇
。

。
会
輩
は
唯
次

ω事
項
を
認
h
u
る
に

止
む
べ

L
o
郎
も
未
来
の
枇
品
目
に
於
一
1
僻
労
働
者
は
無
産
者
の
地
位
を
股
L
て
、
生
産
方
便
物
の
共
同
所
省
者
ご
な

る
が
故
に
、
拙
労
働
の
生
直
陀
物
は
上
前
を
剥
が
れ
る
-
}
ご
無
〈
、
す
べ
て
彼
等
の
手
に
蹄
す
吋
し
」

カ
ク
ッ
キ
ー
氏
も
亦
「
未
来
岡
」
に
闘
す
る
構
闘
を
不
要
ご
す
、
何
ご
な
れ
ば
、
岡
家
が
そ
れ
自
身
に
白
か
ら
供

給
を
骨
岬
す
大
経
憐
集
闘
に
槌
形
す
る
こ
正
は
、
管
に
願
は
し
き
事
な
る

ωみ
な
ら
十
、
貨
は
勢
ひ
見
か
る
べ
か
ら

e
き
る
の
数
な
れ
ば
な
h
。
思
惣
家
等
は

hvfら
か
経
済
的
運
動
の
方
向
を
認
む
る
を
得
べ

L
ど
雌
も
、
彼
等
の
勝

手
仁
一
英
蓮
勘
を
定
む
る
を
待
守
、
又
英
運
動
の
取
る
所
の
形
式
を
正
確
に
議
知
す
る
を
得
す
。
放
に
刑
曾
主
義
仁

股

プ
ル
ゲ
ン
氏
の
聞
配
合
主
義
評
論

第
一
一
十
凶
を

J_  ノ、
{; 

=
一
五
五

jf~ 

脱

苑

Dc:otrt:e <.::l Vandern:l巾. Le.I町 ialis!l叫 叫 Bc{{j(f'le，p. 29::J，Ciiard， 1898. 
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苑

プ
ル
ゲ
ン
崎
由
諸
枇
合
主
義
評
論

誌

部
二
寸
山
巷

五
プマ

諸島

挽

/、
ノ、

要
求
す
る
に
未
来
の
枇
曾
の
設
計
M
A

ぴ
過
渡
の
み
怯
を
記
述
す
べ
き
を
以
て
す
る
は
、
笑
ふ
可
き
な
h
o
枇
曾
民

主
常
時
員
は
仮
定
の
上
に
位
か
る
、
幻
怨
よ
b
雌
れ
、
純
一
隣

ω拠
出
濯
が
副
食
主
義
的
基
従

ω上
に
泣
か
ら
れ
た
る
川

に
以
ら
る
べ
き
方
向
を
詮
索
す
る
を
以
て
足
れ

b
E
潟
す
べ
き
な
h
。

枇
曾
主
義
者
の
数
回
の
曾
議
に
於

τ、
マ
ル
ク
ス
の
方
式
は
常
に
厳
守
せ
ら
る
。

エ

戸

プ

戸

ト

帝

国

議

ω
綱
領
、

郎
も
千
八
汀
九
十
一
年
以
後
郷
逸
此
曾
民
主
議
内
綱
傾
ピ
な
り
し
も
の
は
‘
次
的
如
き
に
過
ぎ
歩
。
「
怖
に
増
大

し
っ
、
あ
る
枇
曾
的
労
働
け
り
大
な
る
使
用
及
び
生
康
力
が
、
従
来
使
用
せ
ら
れ
た
る
諸
階
級
仁
向

τ爾
後
閑
窮
及

ぴ
腿
仰
と
は
な
ら
守
し
て
、
最
上
の
普
及
び
す
べ
て
の
意
味
に
於
工
調
和

ιる
宇
一
胸

ω
根
川
脚
マ
し
な
る
忽
め
に
は
、

他
な
し
、
生
法
方
悦
物
削
も
土
地
、
鉱
山
、
工
場
、
機
械
、

工
具
、
運
除
機
関
等
の
花
有
企
畿
じ
て
枇
仰
の
ふ
日
有

正
処
し
、
及
ぴ
相
官
利
七
日
的

a

止
す
る
な
人

ω商
品
的
生
産
を
縫
形
l
て
札
品
目
が
そ
れ
円
九
月

ω活
に
白
か
ら
施
行
す

る
枇
曾
主
義
的
生
産
ピ
絡
す
に
在
る
ぺ
し
。
」
千
入
百
九
十
九
年
十
月
の
月
ノ
グ
ル
品
目
議
(
{
向
。
。
口
問
号

ι
o
E
E
0
2
0
)

は

4
1
べ
ル
民
的
従
業
に
従

υ、
決
議
市
中
柄
引
を
諸
生
路
方
似
物
山
一
枇
作
的
公
布
、

刑
命
的
生
也
知
及
び
交
易
的
方
法

の
設
定
ご
錯
す
に
止
め
、
而

L
て
此
生
産
及
び
交
易
川
方
法
に
就
て
は
特
に
何
等
指
示
す
る
所
な
l
。

以
上
秘
逃
せ
る
如
〈
枇
曾
裁
は
久
し
〈
倣
慢
に
し
て
日
謎

ω如
き
言
動
を
敢
て
し
た
る
が
・
到
底
斯
の
如
、
ョ
ピ
銭

度

4e持
官
る
こ
ご
能
は
す
。
彼
等
の
謝
は
ゆ
る
生
産
方
便

ω一
肌
角
的
公
有
は
生
産
及
び
交
易
の
或
一
定

ω方
法
、

ン

λ

7

1

2

及
び
慣
値
の
或
一
定

ω方
式
ヤ
度
外
に
抗
い
て
は
迎
曾
し
得
べ
か
ら
宇
。

E
彼
等
は
生
虫
肌
方
便
物
の
刷
曾
有
を
噛
胤

K九r1I{allts!.;y， Lλrs L-，ソlolt:/ r~ ，~'{， all叫ん p. 1 jJ cL s.， Stu[rgard. Diet;，:， 
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言
す
る
以
上
は
少
〈
ご
も
北
(
時
の
枇
品
同
組
織
の
要
項
丈
で
も
説
明
す
ぺ
ヨ
仁
、

=1t 
言
ム
所

之
に
言
及
せ
ざ
る
は
、

が
阪
仁
過
ぎ
た
る
か
、

叉
は
及
ば
ゲ
る
か
の
批
難
を
品
目
か
れ
A
V
O

的
ら
彼
等
は
共
常
然
に
負
ム
ペ
ヨ
説
明
白
義
務

や
忌
避
す
る
者
正
論
ふ
ぺ

L
o

向
且
純
7

u

y

ク

λ

事
説
じ
於
J

し
は
決
[
て
立
(
治
子
が
枇
俗
化
す
る
川
一
虎
制
度
に
枕
工
柿
々

ω判
断
十
箱
す
こ
ミ

を
禁
体
』
A
Y
o

?
ル
ク

λ

自
身
す
ら
北
(
「
資
本
論
」

ω序
に
日
く
、

-
下
ノ
ト
し

F
主
上
占
1
A肉

、
rし
M
m
F
k
h
t
ι
g
4
t
J
J
H
E
E
F
'
A
V
U

たい
γ

そ
れ
の
み
に
非
す
、

的
進
化

ω諸
経
路
を
一
一
飛
に
通
過
し
、

又
は
法
令
に
山
ム
リ
此
等
を
府
除
す
る
を
川
町
宇
己
も
、

-
I
1
'刷出
f
}日
叫
川
叫

刷
F
t
f
ω
m
G
I
|

を
一
知
紛
し
、

及
び
分
娩

ωH山
浦
ピ
緩
和
、
る
を
符
ぺ
し
ご
。

此
考
rwμ
行
せ
ん
に
は
、

刑
台
古
川
北
(
山
川
市
邪
山
日
的

t

意
誠
す
る
ニ
ピ
を
必
要
一
ど
す
べ
き
な
句
。

益
l
沈
鰍
は
戦
陥
的
打
算
以
外

ω
現
山
を
有
日
ゴ
c
る
如

L
。
然
る
に
陛
人

ω佑
ら
に
知
h
た
が
る
好
奇
心
に
尚

足
を
典
ふ
る
こ
ご
eT
際
限
も
な
く
根
絶
す
れ
ば
、
「
一
問
中
訟
に
[
τ
共
討
誇
的
部
分
(
白
百
円
昨
日
。
唱
。
民
民
話
)
に
就
て

自
か
h
確
か
む
る
能
は
ぎ
る
は
印
L
北
(
鼎
説
り
か
{
応
を
絡
す
」

ご
い
ふ
反
割
論
点
的
鋒
佐
ケ
鋭
〈
占
る
は
め
然
な

h
J
U

若
し
川
内

L
て
(
正
康
一
伐
の
言
ム
如
〈
)
料
刑
台
山
形
態
が
有
機
的
佐
古
H

(
止
?
乙
。
市
町
内
日
目
円
。
円
四
戸
門
戸
山
宮
内
)

111 

b
て
禁
形
態
よ
り
現
山
す
ご
ゼ
ば
川
下
拙
へ
が
光
分
ド
進
砂
川
に
る
川
に
は
形
的
各
部

1
iそ
山
成
形
日
殆
ん
い
と
成

就
ゼ
ム
ピ
し
っ
、
あ
る
1

1
を
珠
仰
す
る
を
山
一
べ
王
位
一
山
な
。
。
欣
仁
明
問
山
肱
答
メ
f

遊
〈
乙
は
「
新
訓
令
へ
の
地

化
は
之
を
昭
一
見
す
る
悠
に
は
除

h
に
遠
方
に
在
る
」
こ
己
を
隔
に
自
白
す
る
ご
同
じ
か
ら
ψ

ゃ
。
況
ん
や
此
思
想

説

夢匝

プ
ル
ゲ
ン
止
白
諦
祉
骨
主
説
評
論

第
二
十
仰
を

ヨ五
七

3唯一ー

班

，、
ブL

" 



ト

t
-
i
l
i
l
l
i
t
-
-
f
l
i
t
t
J
'
1
l』
t
t
i
l
l
L

‘，句
l
l
!
l
l
i
l
i
-
-
1
t
i
s
-

説

苑

4二。

プ
ル

F
Y
氏
自
諸
枇
官
主
講
評
論

第
二
十
四
容

五/、

第

韓

家

ω背
後
仁
一
人

ω碇
瓦
せ
る
ゐ
h
、
県
き
腕
を
犯

L
燃
ゆ
る
眼
を
料
や

hrL、一地
h
且
脅
か
し
っ
、
る
る
を

ゃ
。
沈
賦
す
る
は
盆
々
危
険
ピ
な
μ
b
o
比
人
や
彼

ω
希
以

ωWH況
ω銘
に
幾
世
紀
を
待
つ
を
欲
せ
守
o
彼
亦
約

き
れ
た
土
地

(
F
昨
日
日
間
目
。
目
町
内
新
枇
品
目
を
指
す
)
を
ぬ
H

見
せ
八
正
欲
す
u

印
も
斯
〈
も
榊
私
仁
叉
斯
〈
も
混
沌

わ
い
る
此
此
曾
主
義
的
未
来
を
隠
蔽
す
る
幕
内
閲
か
れ
ん
こ
正
を
望
む
。

3
U
ば
此
人
は
不
謎
悦
な
る
友
樹
者
ご
し

て
謝
紹
古
る
べ
き
に
非
す
。

人
戒
は

H
〈
仰
闘
大
革
命

ω起
μ
る
や
、
第
十
八
祉
制

ω人
々
は
新
耐
曾
の
政
治
的
H
A

ぴ
州
角
的
形
践
を
預
言

す
る
を
得
J
Z
h
3、
叉
第
三
級
民
(
討
作
自
民
川
区
)
の
支
配
よ
り
、
資
本
主
義
制
よ
り
、

及
び
諸
府
級
闘
守
よ

b
結

果
せ
る
所

ω純
蹴
胴
上
の
大
総
形
を
先
見
す
る
を
ね
g
b
し
ご
。
是
亦
無
徒
の
雪
固
な
h
J
O

此
大
事
命
が
副
質
的
下
に

於
て
成
就
せ
ら
る
、
前
に
智
慮
り
下
に
於
て
縛
さ
れ
た
h

z
は
、
今
や
何
人
も
知
れ
る
真
理
な
b
o
ル
ヰ
・
プ
ラ

ン

(
F
o
c
U
回

-En)
氏
は
其
者
「
労
働
の
組
織
」

(-6お
日
比
ω
邑
O
ロ
含
言
型
住
)

の
結
論
に
於

τ
一百へ

h
、
日

〈
、
此
革
命
の
破
裂
せ
る
時
、
各
人
は
共
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
る
を
得
た
h
E
o
-
封
に
此
プ
ロ
グ

F

ア
ム
は
会
〈
比
五
世

紀
(
叶
一
可
制
)
の
文
皐
の
中
に
・
及
び
八
十
九
年
(
ト
恥
一
冗
押
印
)
の
諸
記
録
ゆ
中
に
在
。
。

勿
論
、
第
二
十
位
組
問
に
於
り
る
科
卒
の
進
歩
に
件
よ
資
本
的
住
産
の
機
張
、

M
A
ぴ
之
に
山
る
此
曾
の
品
波
形

は
、
革
命
賞
時
の
諸
人
の
先
見
し
胞
は

g
bし
所
な
り
。
然
れ
Y
」
も
世
人
は
現
代
の
枇
曾
主
義
者
に
向
て
、
事
物

自
然
の
趨
勢
が
楽
産
制

ω枇
舎
を
組
立
つ
べ
き
所
の
有
機
的
設
備
(
正
官
官
『
色
。
『
官
ロ
貯
と
の
側
へ
引
き
寄
せ
る

" 



諸
力
の
位
位
移
聴
を
抽
出
一
百
す
べ
き
を
盟
ま
す
。
世
人
は
唯
此
設
備
の
椛
詑
及
び
其
作
用
の

|
l勿
論
ヲ
ぞ
れ
等
の
詳

加
制
的
事
項
に
一
旦
ら
す
ご
も
1

1
重
な
る
各
部
会
説
明
せ
ん
こ
ご
を
望
む
な
り
o

時
に
、
此
仕
訓
の
附
雛
な
る
べ
き

は
千
七
百
人
十
九
年
り
大
革
命
を
準
似
し
及
び
遂
行
せ
る
諸
人
の
そ
れ
よ
ら
大
パ
ふ
る
も
の
ゐ
る
ぺ
し
。
蓋
し
詩
人

は
重
に
諸
の
特
雌
.
制
限
的
保
税
・
封
建
的
賦
誠
ゆ
廠
楽
を
日
懸
り
つ
、
、
依
り
自
然
叫
印
刷
卒
採

(-2
H
U
F
山、見。
l

。E
g
m
)
の
言
へ
る
如
、
「
人
附
副
官

ω自
然
的
本
間
的
秩
序
L

(

つ
o
E司

E
z
a
2
2百
三
在
母
ω
自
己
止
合

}EI

自
民
国

2
)

に
遮
令
す
る
枇
品
目

ω設
討
を
強
め
考
案
す
る
を
得
た
り
し
な
り
。
彼
等
は
刺
品
目

ω内
部
の
議
重
嬰
機
開

を
保
必
し
っ
、
、
昨
此
等
機
闘
に
釣
す
る
人
工
的
附
田
慨
を
除
さ
て
各
州
人
を

L
t
自
由
に
共
力
を
仰
ぷ
る
を
得
せ

し
め
ん
ご
労
め
た
る
な
h
o
之
に
反
し
て
現
代

ω枇
印
主
義
者
は
一
の
新
な
る
刑
食
の
設
討
を
須
古
ぎ
る
べ
か
ら

す
、
而
し
て
共
枇
命
日
に
於
て
厳
H
せ
ら
る
、
諸
機
附
は
全
然
新
な
る
組
織
に
改
造
せ
ら
る
べ
き
も
内
な
ら
。

:!t 
11: 

一部

ω
一
一
層
困
難
な
る
亦
以
1
見
る
べ
き
な
り
。

た
記
ひ
新
の
如
き
困
難
あ
る
に
も
拘
は
ら
す
、
最
川
T

沈
献
を
守
る
を
何
さ
る
の
昨
は
誌
に
来
れ
b
c
、
シ
ヨ

T
1
V

-
氏
が
千
入
百
九
十
五
年
の
著
書
に
次
の
語
ゐ
り
「
吾
人
は
明
日
如
何
に
な
る
や
Z
問
ふ
者
ゐ
ら
ば
五
口
人
は
之
に

答
へ
古
る
べ
か
ら
中
」
ピ

集
産
制
の
方
式
仁
就

τ最
初
に
考
案
を
試
み
た
る
人
は
今
を
匝
る
泣
き
時
に
花
h
o
澗
逸
の
ロ

1
ド

ペ

庁

ツ

ー

氏
は
枇
曾
主
義
の
9
カ

1
ド

1
Z
呼
ば
れ
、

ラ
y

ザ

1
w
の
師
じ
て
、

カ

l
p
・
マ
ル
ク
月
の
先
輩
な
る
が
、
氏

設

苑

フ
ル
ゲ
シ
民
申
請
且
昏
主
義
評
論

第
二
十
四
巷

ヲ一

E
丸

第

腕

仁
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高t

多包

一七

7
ル
ゲ
ン
氏
山
前
枇
骨
主
義
評
論

第
二
十
問
巷

一六
O

tι 

批

は
千
入
百
四
十
二
年
来
其
純
然
た
る
抽
象
的
性
伎
を
訂
す
る
著
書
に
於

τ・
崎
労
働
ay基
帥
批
正
す
る
倒
伯
川
り
則
論
を

後
表

L
・
且
一
一
ω
位
定
的
批
曾
に
於
け
る
此
川
市
瑚
論
的
肱
川
十
一
不
ゼ
ム
リ
0

此

ω判
定

る
州
合
に
於
て
は
所
付
を

生
ず
も
な
引
財
産
な
(
私
的
資
本
な
〈
、
闘
は
枇
作
資
本
山
唯
一

ω
所
有
者
ピ
[
て
総
一
1
生
産
十
管
理
す
o

叉
此

叫肌耐
U

に
於
て
は
勢
働
者
は
彼
等

ω陪
労
働
仁
山
一
し
生
沌

L
た
る
仰
砧
叫
に
相
常
す
る
簡
単
な
る
凶
ね
を
受
取
り
、
之
を

以
げ
」
刷
命
的
生
売
物
山
山
中
に
就
ー
の
彼
等

ω
分
前
を
日
公
共
倉
庫
よ
ち
引
き
出
し
て
以
一
1
彼
等

ω佐
沼
山
市
川
古
合
満

す
。
氏
が
此
研
究
を
企
-
し
た
る

U
、

現
山
机
的
以
態
に
到
し
℃
一
一
府
良
好
な
る
版
印
出
生

T
dん
ご
す
る
斜
め
仁
非
」
U'

し
て
‘
寧
ろ
耐
者
を
比
較
す
る
に
山
り
て
一
府
能
(
各
々

ω性
質
工
切
か
に
知
る
に
在
h
o
氏
は
此
試
み
を
匁
す

こ
正
二
回
に
一
旦
り
、
以
T
正
九
円
一
巾
的
労
働

ω
一
時
間
に
山

τ求
は
さ
る
、
一
倒
侃
間
半
位
に
就
工
の
一
府
獄
、
主
解
訟
を
山
山

へ
た
り
o

郎
も
之
に
闘
す
る
重
な
る
若
泌
は
一
入
五
二
年
に
作
れ
る

一
フ
ィ

V

・
4

Y
ヒ

7

y
先
的
銘
四
凶
枇
合

的
書
簡
」

に

Lτ
、
こ
れ
は
氏

ω前
畑
山
村
十
年
印
も
一
八
八
五
年
に
一
資
本
」
(
り
日
間
右

E
C
ω
名
叩
仰
に

τ刊
行
せ

ら
れ
た
る
も
の
な
h
o
氏
の
記
述
す
る
悶
家
は
純
共
産
宅
義
的
そ
れ
正
明
白
に
版
別
す
べ
き
は
勢
働
者
が
彼
り
生

産
し
た
る
物
叫
一
償
仙
の
全
部

ω上
、
印
も
此
倒
他

ω計
算
を
以
て
彼
が
取
得
す
る
「
消
費
以
内
均
均
一
心
上
二
制
札

ι

;

一

;
t
t
l
t
4
l
L

』

l
j
J

的
所
有
権
を
布
も
得
る
鮎
に
花
h
c
放
に
氏
ハ
り
お
は
此
も
殿
敢
な
る
叉
川
崎
も
完
全
な
る
誌
昧
に
於
て

ω異
正
の
集

産
主
義
な
h
o
仰
は
氏
以
此
主
義
的
資
施
せ
ら
る
、
は
除
程
遠
き
附
脚
本
市
に
在
る
ぺ

L
ピ
思
考
[
た
り

U

同
じ
(
千
人
百
四
十
二
年
に
、
同
じ
〈
刑
判
逸
人
り
h
y

イ
ル
ヘ
ル
ム
・

7
イ
ト
ソ
ン
グ
氏
は
竿
ば
共
産
主
義
的
仁
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し
て
宇
ば
集
産
主
義
的
な
る
一
一
枇
曾

ω設
計
を
立
て
、

ア
y 

ト
y 

メ
y 

;1 

氏
は
其
0) 

士官
当

説
を
下
せ
り
01) 

曾
て
喚
問
大
出
の
臓
に
在
h
た
る
シ
エ
ツ
ア
レ

l
氏
が
千
人

h
七
十
四
年
に
始
め

τ刊
行
せ
る
「
枇
合
主
義
り
精

髄

(ロ
-
0
0
5三宮
ω
E
N
品
目
印
。
巳
t
E
E己
ω)

正
題
ず
る
査
は
、

純
集
産
主
義

ω
解
説
と
し
て
最
も
有
名
な
り
。

但
L
V
エ

ヴ

ア
レ

1
氏
は
集
産
主
義
者
に
非
宇
、

氏
は
刷
曾
主
義
り
恭
硝
的
要
項
令
官

ι
o口
忠
臣
「
O
U
合同ロ

gs-B)

よ
り
論
歩
を
進
出
、

北
(
議
結
川
市
を
科
事
的
に
泌
伴
し
、

山
川
く
し
て
氏
は
唯
此
主
義

ω反
射
担
者
仁
刷
工
は
彼
等

ω心情

習
的
に
行
ム
雑
誌
に
説
謬
的
簡
彪
ゐ
る
-
』

E
hぜ一平

L
、
同
川
に
此
主
義

ω賛
成
者
に
向

f

し
は
彼
等
的
瑚
論
に
依
陥

あ
る
こ
ご
を
示
し
た
る
な
り
。

米
人
ペ
一
フ
ミ

1
氏
(
回
巳

ω日
可
)

は
山
中
識
仁
於
て
前
記
諸
氏
に
劣
ム
リ
、

偶
像
に
於
て
優
る
o

氏

ω
千
八
百
人
十
悶

年
に
司
公
仁
せ
る
有
名
な
る
小
説

F
o
o包
括

F
o
r
g丘
は
前
述
己
同
様
の
主
義
仁
依
り
て
組
織
せ

ιる
、
両
日
府
組

元
ニ
千
年
の
枇
曾
を
柿
当
化
h
J
O

英
人
ク
ィ
リ
ノ
ア
ム
・
屯

y
ス
氏
は
亦
同
じ
頃
に
同
じ
柿
剣
山
小
誌
を
若
は

L
K

れ

Y
E、
其
書
小
に
は
耕
一
刑
合

ω
内
部
の
組
織
を
詳
説
せ
や
o

衣
に
濁
人
イ

1
4
ル
氏
は
千
八

1
入
十
三
年
に
初

版
を
出
せ
る
「
婦
女
及
び
枇
命
主
義
」
ピ
題
す
る
若
吉
中
の
或
一
章
に
於
て
集
産
制
皮
を
記
述
す
。

刷
曾
主
義
的
著
書
は
共
積
極
的
部
剣
山
方
而
は
狛
不
充
分
乍
ら
漸
次
増
加
し
た
り
。

然
れ
V
」
も
政
氾
に
山
に
る

批
曾
組
織
的
設
計
は
通
常
山
り
集
産
主
義

ω型
を
多
少
断
れ
て
、
此
去
義
的
最
も
刑
制
鮎
ご
す
る
筒
彪
に
就
て
之
を
修

正
せ
ん
正
試
む
。

ジ
ヨ

1
レ
1
氏
は
共
千
八
百
九
十
五
年
に
会
仁
せ
る
「
此
曾
主
義
的
粗
削
」

(て

o
a
E町
民
T
U
ロ

員f~

剖t

七

;& 

夢E

プ
ル
ゲ
ン
氏
の
背
祉
合
主
義
評
論

部
ニ
十
別
巻
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夢E

設

フ
ル
ゲ
ン
氏
山
積
枇
合
主
義
評
論

第
二
十
四
笹

ー~~、

の
書
中
に
於
て
、
集
産
制
を
以
て
現
代
内
資
本
制
の
後
を
直
接
に
受
け
雌
脳
内
、
運
命
を
有
す
る
も

ω
E

ω
R
U
-
Z句
)

第

肱

七
四

錯
し
、
而
か

h
集
嵐
制
は
絶
叫
剖
自
由

ω共
産
制

(
H
O
B
E
E
E
E目。

5
2
E町
田
)
へ
動
乱
な

L
に
卒
和
に
進
化
す

る
道
料
に
在
一
り
ご
説
明
す
。
氏
は
忠
質
に
労
働
時
を
以
て
計
ら
る
、
樹
品
川
り
理
論
を
墨
守
す
れ
肘
ど
も
、
氏
は
生
産

者
の
詩
集
鮮
に
或
一
定
の
自
治
機
士
山
周
へ
て
集
産
制
を
緩
和

L
・
叉
耐
胴
侃
開
平
位
的
基
本
を
修
正
し
て
勢
働
者
を
生

産

ω進
歩
に
密
接
に
閥
係
せ
し
む
る
・
こ
ご
を
労
U
o

ωonM色
町
拝
。
)

仰
人
ジ
ョ
ー
ジ
・
片
ナ

l
w
氏
(
の
8
町
四
日
回
目
白
血
)
は
千
八
百
九
十
七
年

己
都
す
る
論
文
に
於
て
倒
伯
決
定
の
原
凶
に
向
て
幾
分
か
街
嬰
及
び
供
給

ω作
用
合
加
味
し
て
、

廿北耐肌市
H

主
義

ω制
山
山
(
河
内
問
山
目
。

産
制

ω型
金
大
に
改
め
た
れ
ど
も
、
同
時
に
交
易

ω仲
介
ご
し
て
労
働
切
務

(
r
o
E
ι
o
E豆
]
)
の
使
川
を
禁

止
せ
ん
ご
せ
宇
。
氏
は
♂
ヨ

1
レ
氏
の
如
〈
、
集
中
成
主
義
を
寛
成
に

L
且
緩
和
す
る
匁
に
、

rが判
t
A
ぴ
即
川
町
却
を
注

入
し
、
且
獅
逸
枇
曾
主
義

ω唯
物
的
機
柄
的
窓
越
正
は
始
め
よ
ち
相
容
れ
ぎ
る
仰
胸
西

ω異
ω叫
統
慣
例
に
一
泊
合

。。

せ
し
む
る
様
に
自
由
を
多
〈
注
入
せ
ん
ご
努
U
。

千
八
百
九
十
六
年
ピ
九
十
九
年
ご
に
於
て
米
人
グ
リ

y
ラ
ン
ド
(
の
E
E
5
ι
)
古
瑞
商
人
ジ
ユ
戸
ピ
(
印
己

Nq)

の
二
氏
は
盆
々
集
産
主
義
を
崎
形
に
錫
し
た

h
o
二
氏
は
佐
増
産
主
義
の
下
仁
於
て
全
般
に
百

F
需
要
及
び
供
給
の

法
則
を
泊
則
す
。
此
理
向
に
本
づ
き
‘

た
正
ひ
二
氏
は
術
ほ
金
風
貨
微
を
胡
尽
す
れ
ど
も
、

二
氏
山
主
義
は
前
述

ジ
ョ
ー
ジ

-
w
ナ
1
ル
氏
ピ
同
じ
(
純
集
産
主
義
り
研
究

ω範
囲
外
に
在
る
v

へ
き
も
り
な
れ
ば
、
余
は
此
等
伝
次

容
に
於
て
誹
究
す
ぺ
し
。
(
第
一
章
鯵
b
)

集

1
1
1ト
I
t
-
-
t
l
i
t
i
-
-
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